












研究・目的

　　A.微量電気泳動法の保因者診断への適用

　従来,種々の疾患の保因者診断および病態解析あるいは遺伝性代謝異常症の

保因者診断には,主として血液・尿が用いられてきた。最近になって遺伝性代

謝異常症の保因者より得られた組織片の培養によって診断ずる方法が開発され

でいる。しかし遺伝性代謝疾患について考えても,血液や尿を試料とする解析

では,保因者診断ならびに正確な動的病態に関する情報を得ることは必ずしも

容易ではない。また,線維芽細胞を試料とする場合には,培養に時間がかかり,

かつ複雑な操作が必要である。我々は,これらの欠点を補なうため,試料採取の

容易な,そして培養操作なしに利用できる毛根を試料とし,遺伝性代謝異常症の

保因者診断に関する電気泳動的解析法について検討した。このため微量電気泳

動法(第 26回電気泳動学会で報告)において 2つの緩衝液系を適用した。


